




はじめに

「あなたの “生きる ”に寄り添う」を理念に、これまで私たちオレンジi1i ー ムケアクリニック

は在宅医療を通して、 たくさんの方々 の人生に関わらせてLIただ きました。予期せぬ

病気や障害によって変化した日常では、 多くの驚き 、戸惑LIや不安もありながら、喜び

の感情にも出会Uます。その中でも「食」は、さまざまな悩みもある 一方で、患者さん

ゃこ家族の きずなを深める大切なキ ー ワ ー ドだと感じてきました。

そんな大切な 時間をもっと理解したLIと、私たちはオレンジi1i ー ムケアクリニック利用中

の約270名の 在宅患者さんにアンケートを行LI、食のケアに関する現状、疑問や課題

を調べました。その結果、 日々の中で「わからなUことへの 不安」に悩み、「食の経験

や時間 の 共有」 に喜びを感じる機会が多uことが明らかになりました。

この 調査をきっかけに、小さなお子さんからこ高齢の方までのケアのイメ ージを示すことで

悩みを軽減し、患者さんやこ家族だ けでな く専門職 や地域が課題を共有することで

新しLI可能性を拡げ 、 と もにより良LI未来に向け歩んでLIくためのツ ー ルになることを

目指し、この冊子を作成しました。この 取り組みが、 みなさんの「生きる」に「Uろどり」

を添える 一 助になれば幸LIです。

この本の読み方

「食べる」 と「口」 のケアは多様で、病状や環境、利用できるサ ー ピス等によっ て、

一人ひとり適切な対応が異なります。このため、 本冊子は個別の具体的な 「手法」

を紹介することよりも、ケアに共通する大切な「考え方」を中心として構成してL9ます。

お子さんのケアのi1iイントがご高齢の方に通じる点もあり、色々な考え方に触れることは

ケアの可能性を拡げるきっか けにもなるため、幅広L9内容に目を向けてみてくださL9。

そして、できれば一人で考え込むのではな く、ご家族ゃこ友人、 関わる専門職たちと一緒

に相談をしてみてくださL9。さまざまな視点からの意見を取り入れ、試行錯誤しながら

歩む道のりが、 目の前の 「あなたの大切な人」 にとつて本当に必要なケアヘの近道に

なると思L9ます。

Q．口から食べるには？

ロ
さまさまな視点から、幅広LIアプロ ー テを知りましょう。

「食べる」とUう行為には、口の動かし方なと「からだ」の変化に加えて、好き

嫌Uのこだわりや認知なと「こころ」の状態、外部からの刺激なと「環境」の

全てが複雑に関係しています。「食べる」力を育むためには、多面的な関わりを

意識するこ とが大切です。

｀ 

zヽ

からだへのアプロ ー チ： →Q．かむ力を育てるには？07 p

→Q飲み込みの上達法は？09 p

こころへのアプロ ー チ： →Q．口のケアはLIつから？05 p

→Q拒食を改善するには？06 p

環境へのアプロ ー チ： →Q．食事の際のLILI姿勢は？08 p

→Q．栄養を摂る方法はどんなものがあるの？10p
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